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（変更）「新株式発行及び株式売出しに関するお知らせ」等の一部変更に

ついて 

 

 当社は、平成 28 年８月 18 日付「新株式発行及び株式売出しに関するお知らせ」及び平成 28

年８月 29 日付「発行価格及び売出価格等の決定に関するお知らせ」において開示いたしました「今

回の調達資金の使途」（以下、「資金使途」という。）について、本日開催の取締役会において下記

のとおり変更することといたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 

 １．変更理由 

当社は、廃棄物処分事業の効率化を目的とした分別施設の建物建設、子会社である株式会社一

戸フォレストパワー（以下「IFP」という。）の発電安定化を目的とした移動式破砕機及び木材資

源の運搬車両の購入、電力の小売り事業拡大を目的とした御所野縄文電力株式会社への融資に充

当する目的で、公募増資を実施いたしました。 

しかしながら、分別施設の建物建設については、当社が受けた行政処分の影響により建設許可

の取得が大幅に遅れていること、事業停止により受入廃棄物の数量および内容が変化しているこ

とを踏まえ、建設工事内容および着工時期を全面的に見直すこととしました。 

また、移動式破砕機及び木材資源の運搬車両の購入については、森林伐採事業者等との打合せ

を継続しておりますが、投資に見合う集材増加が見込めないため、山間部での小運搬に使用する

運搬重機及びその他の機械を含め最も効率的な集材増加に向けた設備投資を再検討することとし

ました。 

一方で、ＩＦＰが行っている発電事業は燃料となる木材資源の調達及び発電施設の運転管理も

順調であり、当初計画と比較して堅調に推移しており、今後も堅調に推移する見通しであります。

現時点で当社のＩＦＰ優先株式（議決権を有さないＡ種優先株式）の持株比率は 60.43％ですが

（普通株式は 100％保有）、優先株式の買取により持株比率を 90.99％に高めることで当社グルー

プの株主資本の充実、企業価値の向上が期待できます。 



 

このような状況を踏まえ、資金使途につきましては当社設備投資資金 240,000,000 円全額をＩ

ＦＰの優先株式取得資金に充当することを決定いたしました。なお、優先株式の購入先は発電電

力の販売先である一般の事業会社であり、今後も電力の販売は継続致します。 

 

２．変更の内容 

資金使途の変更内容は以下のとおりであります。当該変更箇所については、＿罫で示しており

ます。 

 

【変更前】 
一般募集及び本件第三者割当増資による手取概算額合計上限 251,306,000 円について、

240,000,000 円を当社の設備投資資金の一部に、11,306,000 円を当社子会社である御所野

縄文電力株式会社（以下、「御所野縄文電力」という。）に対する融資資金に充当する予定

であります。具体的な資金使途につきましては、次の通り予定しております。 
 

（当社の設備投資資金として） 
① 分別施設の建物の建設資金として 
当社は、廃棄物を発生させる排出事業者からの委託を受け産業廃棄物及び一般廃棄物

を受入れ、焼却、破砕、リサイクル処理を行っております。現在、受入れ廃棄物は多様

化しており、効率的なリサイクル及び処分を行うためには、廃プラスチック類、金属く

ず等の品目ごとに分別する必要があります。現状の分別施設が手狭な状況であり、お客

様の荷おろしに際して待ち時間が発生する等、効率的な受入体制の妨げになっておりま

す。これらの課題を解決するため、分別施設の建物を新たに建設する予定です。 
設備投資金額は 120,000,000 円を見込んでおり、手取り金額のうち 90,000,000 円を平

成 29 年５月までに建設資金に充当し、不足分を自己資金で賄う予定であります。 
 
② 移動式破砕機の購入資金として 
現在は山林で伐採された原木を発電用燃料として使用しておりますが、原木のみでは、

調達量として不安定でありますので、今後より多くの木質資源を確保するため、山林の

伐採現場に放置されている枝葉及び短尺木材等について、移動式破砕機を用いて伐採現

場においてチップ化することを目的として、移動式破砕機を購入いたします。 
移動式破砕機の購入予定額は 70,000,000 円を見込んでおり、手取り金額の 70,000,000

円を平成 29 年３月までに購入資金に充当いたします。 
なお、発電用燃料については、当社孫会社である株式会社一戸森林資源（以下、「一戸

森林資源」という。）が製造しておりますため、購入機械は同社に貸与いたします。 
 
③ 木質資源の運搬車両購入資金として 
現在、原木の運搬は仕入先であります素材生産業者及び製材業者が行っておりますが、

今後自社グループにおいても原木置場から工場への運搬及び伐採現場でチップ化した木

材チップの運搬を行うことにより、木質資源の購入単価の低減とともに木質資源の確保

拡大を図るため、原木等運搬用車両を購入いたします。 
運搬車両の購入予定額は 80,000,000 円を見込んでおり、手取り金額の 80,000,000 円

を平成 29 年３月までに購入資金に充当いたします。 
 なお、原木等の運搬は、一戸森林資源が行うため、購入車両は同社に貸与いたします。 

 
 

（子会社に対する融資資金として） 
11,306,000 円は、平成 28 年 12 月までに御所野縄文電力に対する融資資金に充当いた

します。小売電気事業者である御所野縄文電力は、バイオマス発電電力を購入し、地域に

電力の供給を行っております。バイオマス発電電力の仕入価格には固定価格買取制度によ

る賦課金が含まれております。当該賦課金は後日交付されますが、交付されるまで４か月

～５か月を要するため、その期間のバイオマス電力購入資金に充当いたします。 



 

 
また、上記手取金は、実際の充当時期までは安全性の高い金融商品等で運用する方針であ

ります。 
なお、当社の設備投資計画は、平成 28 年８月 18 日現在（ただし、既支払額については平

成 28 年７月 31 日時点）、以下のとおりとなっております。 

会社名 
事業所名 
(所在地) 

セグメント
の名称 

設備の内容

投資予定額 
資金調達
方法 

着手年月 
完成予定
年月 

完成後の
増加能力総額 

（百万円）
既支払額
（百万円）

㈱フジコー 
本社 
(東京都台東区) 

森林発電 
事業 

原木等の運
搬車両及び
移動式破砕
機 

150 － 増資資金 平成 28 年 
10 月 

平成 29年 
３月 

木材破砕能
力 160t/日 

㈱フジコー 
白井事業所 
（千葉県白井市） 

建設系リサ
イクル事業 

廃棄物分別
施設の建物

120 －
増 資 資 金
及 び 自 己
資金 

平成 28 年 
11 月 

平成 29年 
５月 － 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

【変更後】 
一般募集及び本件第三者割当増資による手取概算額合計上限 251,306,000 円について、

240,000,000 円を当社子会社である株式会社一戸フォレストパワーの優先株式の取得資金

の一部に、11,306,000 円を当社子会社である御所野縄文電力株式会社（以下、「御所野縄文

電力」という。）に対する融資資金に充当する予定であります。具体的な資金使途につきま

しては、次の通り予定しております。 
 

（子会社優先株式の購入資金として） 
 当社子会社であります株式会社一戸フォレストパワーが行っている発電事業は、燃料と

なる木材資源の調達及び発電施設の運転管理も順調であり、当初計画と比較して堅調に推

移しており、今後も堅調に推移する見通しであります。持株比率を高めることによる当社

グループの株主資本の充実及び企業価値の向上を目的として、株式会社一戸フォレストパ

ワーの優先株式を購入致します。 
購入資金は 365,000,000 円前後を見込んでおり、手取り金額のうち 240,000,000 円を平

成 29 年５月までに購入資金に充当し、不足分は自己資金で賄う予定であります。 
 

（子会社に対する融資資金として） 
11,306,000 円は、平成 28 年 12 月までに御所野縄文電力に対する融資資金に充当いた

します。小売電気事業者である御所野縄文電力は、バイオマス発電電力を購入し、地域に

電力の供給を行っております。バイオマス発電電力の仕入価格には固定価格買取制度によ

る賦課金が含まれております。当該賦課金は後日交付されますが、交付されるまで４か月

～５か月を要するため、その期間のバイオマス電力購入資金に充当いたします。 
 
また、上記手取金は、実際の充当時期までは安全性の高い金融商品等で運用する方針であ

ります。 
なお、当社の設備投資計画は、平成 29 年５月 19 日現在、以下のとおりとなっております。 

会社名 
事業所名 
(所在地) 

セグメント
の名称 

設備の内容

投資予定額 
資金調達
方法 

着手年月 
完成予定
年月 

完成後の
増加能力総額 

（百万円）
既支払額
（百万円）

㈱フジコー 
本社 
(東京都台東区) 

森林発電 
事業 

原木等の運
搬車両及び
移動式破砕
機 

未定 －
自 己 資 金
及 び 借 入
金 

未定 未定 未定 

㈱フジコー 
白井事業所 
（千葉県白井市） 

建設系リサ
イクル事業 

廃棄物分別
施設の建物

未定 －
自 己 資 金
及 び 借 入
金 

未定 未定 － 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 



 

３．業績に与える影響 

 本件変更に伴う、平成 29 年６月期の業績に与える影響は軽微であります。IFP 優先株式取得に

伴う持株比率増加により、平成 30 年６月期においては平成 29 年６月期に計上を見込んでおりま

す「非支配株主に帰属する当期純利益」が 75％前後減少する見通しであります。 

以上 


